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オンライン学習が広げる、企業と人材の可能性
皆さんは、オンライン学習を利用されたことがありますか？「Hラーニング」という言葉のほうが、なじみのある表
現でしょうか。インターネット黎明期から存在するオンライン学習は、インターネットやスマートフォンの飛躍的進
歩により、われわれにとって身近で便利なサービスへと進化しています。

■企業に求められる非金銭的報酬の整備
人口減と雇用の流動化によって、優秀な人材の争奪戦は激化の一途を辿ってい
ます。「人はパンのみに生きるにあらず」と言われるように、もはや金銭的な
報酬だけでは、優秀な人材の獲得や流出を防ぐことは出来ません。快適な職場環境やワークライフバランス、充実し
た福利厚生などと併せて、従業員のスキル向上を支援する教育体制の整備が企業に求められています。
オンライン学習は企業の教育プランを遂行・支援する手段であり「採用すれば、教育が劇的に変わる」単純なもので
はありませんが、教育プランを検討される際は、ぜひオンライン学習の導入を考慮に入れてください。教育進捗の把
握や管理にも長けるオンライン学習は、企業の教育プラン遂行を強烈に後押しします！

■企業における活用
かつて、デスクワーカーが3&で受講するものであったオンライン学習は、ス
マートフォンの普及により接客、整備、調理などへ対象領域を広げ、実作業の
手順を身近な端末で習得できるようになりました。標準的なスキルの修得をオ
ンライン学習が担い、企業ごとに異なる独自スキル修得に教育コストを集約す
る合理的な施策を、今日では多くの企業が実施しています。

■ 受講者が得るメリット
従来型の「講師と受講者が対面する授業」と異なるオンライン学習は
受講者に多くのメリットがあります。同じ時間、同じ場所に集合する
必要はなく、受講者の習熟度に応じて標準化された授業を、ペーパー
レスで受講できるようになりました。

ビジネススキル、語学、プログラミングなどの仕事に直結するものから、料理、音楽、美術、格闘技など日々の生活
を豊かにするものまで、オンライン学習が提供するコンテンツの多様さは目を見張るものがあります。

オンライン学習の歴史
�大ターニングポイント
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:LQGRZV��発売
・ 3&の爆発的な普及
・ 教育用3&ソフトの流通

ブロードバンド回線普及
・ ストリーミング動画の拡大
・ 双方向通信の拡大

初代L3KRQH登場
・ 3&からスマホに移行
・ 学習環境のモバイル化

レスで受講できるようになりました。

いつでもどこでも手順がわかる！

すき間時間に
勉強しよう

�SLF：学べる生放送コミュニケーションサービス 6FKRR� �SLF：インターネット予備校サービス スタディサプリ� �SLF：オンライン料理教室 $%& 2QOLQH /HVVRQ�

�3LF�製造派遣業特化教育サービス &URVV /HDQLQJ�

,7マーケティング1(:6は今号で創刊から一周年。
発行部数は４万部を超え、沢山の方にお読みいただけるよう
になりました。今後も最新の,7・マーケティングに関する情
報を積極的にお届けします！
,7マーケティング研究所の:HEサイトで
公開中のバックナンバーもぜひご覧くださ
い！“いつでもどこでも”スマホでも読めま
す。（,7マーケティング研究所 浅井）

第�回のプレゼントキャンペーンは
東京都の岸田税務会計事務所様が当選
しました。事務所内で音楽を流し、
リラックスできる環境作りに利用され
るそうです。おめでとうございます！
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■ ৩にସ性॑求める企業म、ঽཱི能ৡ॑ଷअ
上した通り、日ম人の「同ସਙ」ඟ求はবড়ਙと言えるので、企業においても
このਙସは極めてଳされる。業ౚへの൴や、新たなகの創出などのਛટを
時にઊठしてしまうほどସ性ਏ求मడखः。
૬のਂਫ会計を長年りନしていたᎍਗ਼ਃ大手のを見ても、෪のための利
இੜし要求に、ୌ部がಿえなかったਡに、ॲイバーシティとはங೫い企業体ସ
がซ間見える。日ႃから、異をຆじられている企業においては、৽ಽのਂਫ
に対する自ཱིચৡは期ୄできないということは理ੰしやすいのではないか。

■ ॲイバー३ॸॕम、イঀঋー३ঙン॑েाলख、企業のਛশ、଼ଥৡにᇽがる
技術発明、進的なりੌみによる新をもたらしたฌ者は、「同ସਙ」にきを઼かなかった。人と異なる考え、
ଳਡ、ઓ୳にகを見出し、それを୯求することがイঀঋーションを生み出してきたのである。
人ரのるつऻであり、人ர、教、ઓ୳で多くの対য়ກがある৪বから、,7やバイオ創ఇなど、ઃ々にイঀঋーション
が生まれ、਼ੀをఆඕしていくを目にして、日ম企業も「ॲイバーシティ」をり入れめた。ঋースが「同ସਙ」
ધ化であるから、異なるக௴の๑はઍಔではないが、ਫしく理ੰし企業ધ化に育てることができれば、その企業の
ల来は明るい。なお、実大फ़ンॲয়൸でથな東京お場のૹ業施ਝは'LYHU&LW\ূである。（山岸）

ॲイバー३ॸॕق'LYHUVLW\كにৌघる大ःऩるෙੰ

ーঌー४のओৼम ॔イ؞ঔバイঝऽद
PDUNHWLQJ�SU#LPRELOH�FR�MS
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॔イ؞ঔバイঝ %XVLQHVV FROXPQ

০月のおーঌー४ງஂ ᓑ৵ଡ଼ੵඬ KWWS���ZZZ�PDULNRML�FR�MS�
京都ం京યでこだわりのਮහోをਲ਼されている「ઙૄ会ঘー॔イ」様。মには一ಹの方もභ入૭ચなショールー
も併ਝされています。

（ઌ：東京お場にあるથなૹ業施ਝ
ॲイバーシティ東京 ）

ॲイバー३ॸॕのমସٙ ऩઅइ্؞க॑๑ख受けোれるऒと

ビジネスにおけるॲイバーシティは、జ業৩のऩக௴॑๑して受け入れることで、変化しつतける৽環境や
൹客ニー६に対する対応ৡをৈめ、企業のરਜ਼性॑ୗすることをしている。
しかし、この・ધ化は日ম会には内在していない。もともと理ੰしतらいなのだ。
日মの学校、企業、域会といった集੮生活に要求されるのはَॲイバー३ॸॕُのৌாにँるَସ性ُである。
َସ性ُඟ求मম人のবড়性とも言えよう。人と同じだとੱする。クラスで一人だけ上၎きの౦やআ॔ニカの
౦がୀっていると、供はなんとなくႥずかしくじるし、は供がいじめられたりしないかなんてじてしまう。
َସ性ُमऽञ、૮ਔのষਉ৶にऩるऺनఏ的ઓઅだ。৵さな供が、ᓐであれസであれ、にबだる。
「୦で、それがඟしいの？」とୂくと、「みんなっているから」とନしてくる。ใにয়派な同ସਙを備えている。
この動ਃに対して、「みながっているからという理はଐくない。自ীの考えをて、自ীの独自ਙを୯求しौ。」
と教えるは୦٫いるだौう。日মでは、これをฮくと間ୀいなく生きतらい。
だが、これこそが「ॲイバー३ॸॕのমସُだ。

に語った後に、ଵ৶の性ૻ૨が業ੀेॉ୦٫ৈःとか、ૻद୦٫ಇलञ
とか、その手の数கਛが「ॲイバーシティ」の実ౚとしてਢくのだ。
ௌ௮人口が激な減に向かう日মでは、あらॅるਓ業で人材が要な৽ୖに
なっているし、今後そのൊ向は一ಽ強まる。ਙのௌ௮ৡがみのഹという現実を
「ॲイバーシティ」という流行りの言葉でହ明すると、なんだかୂこえがଐい（൚）
もठौんਙの活躍は一ಽ進िべきであるし、ৱସやਛટに関わらずਙのキャリ॔
॔ップを༛िَफ़ラ५のଠ੩ُを企業は積極的にりくべきであるが、やはりこれ
は「ॲイバーシティ」のমସとはがある。

ビジネスなどでᄄ෬に目にするようになったَॲイバー३ॸॕُ。言葉自体は、ご存ੴの方が多いことだौう。
ম来のਔは「多様ਙ」である。とこौが、日মにおいては「ਙの会進出」をയ進するෳけଢ的なઞわれ方にી
しているようにઓえる。をあげると、大企業の৽者が「わがはॲイバーシティを進しています！」と༵らしげ

生多様ਙ（%LRGLYHUVLW\）


